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－4 （　  ）－
身体を労し「彼自身のものである何者かをそれに付け加えた」からである。こ
れによってその物は彼の身体と同様に，他人の共有権を排除する，彼の排他的
占有が正当化されることになる (Locke, 8,27) 4。















































































































－8 （　  ）－
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34　G.W.F. Hegel, ibid., §48. しかしヘーゲルは他方で，物件とは，自由にとっておよそ外的
なもの一般であり，「私の身体，私の生命もまた属する（§40）」と言う。これは矛盾という
よりも，身体のもつ両義性として理解されるべきである。
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